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体
制
の
強
化
に
つ
い
て　

３
．
災
害
時
健

康
危
機
管
理
支
援
チ
ー
ム（
D

 

H

 
E
 A 

T
）に
係
る
人
材
育
成
と
複
合
災
害
等

健
康
危
機
管
理
に
お
け
る
I
C
T
の
活

用　

４
．国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
の
保

健
所
機
能
の
充
実
強
化　

５
．
受
動
喫

煙
対
策
の
着
実
な
推
進　

６
．
I
C
T

を
用
い
た
保
健
活
動
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
︱
の
6
項
目
を
挙
げ
て
い
ま

す
。

重
点
要
望

１
． 公
衆
衛
生
医
師
の
確
保
と
公
衆
衛

生
医
師
の
専
門
性
維
持
・
向
上
の

た
め
の
社
会
医
学
系
専
門
医
制
度

の
活
用

⑴
今
後
の
大
規
模
な
感
染
症
流
行
や

大
規
模
自
然
災
害
の
発
生
等
を
見
据
え

た
公
衆
衛
生
医
師
の
確
保
及
び
育
成
に

つい
て　

⑵
厚
生
労
働
省
に
よ
る
公
衆
衛

生
医
師
確
保
対
策
の
強
化
に
つい
て　

⑶

は
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
り
、
長
期
化

す
る
に
つ
れ
て
C
O
V
I
D
︱
19
対
策

と
保
健
所
の
通
常
業
務
と
の
両
立
が
大

き
な
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
７
月

に
国
に
対
し
て
、「
保
健
所
行
政
の
施
策

及
び
予
算
に
関
す
る
要
望
書
」（
以
下
、

「
要
望
書
」と
い
う
）を
提
出
し
て
い
ま

す
。
要
望
書
は
例
年
と
同
様
、
重
点
要

望
と
一
般
要
望
か
ら
な
っ
て
お
り
、
重

点
要
望
に
は
全
国
保
健
所
長
会
と
し
て

特
に
優
先
し
て
国
に
実
現
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
本
稿

で
は
特
に
本
年
度
の
要
望
の
う
ち
、
重

点
要
望
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

今
年
度
は
重
点
要
望
と
し
て
、
１
．

公
衆
衛
生
医
師
の
確
保
と
公
衆
衛
生
医

師
の
専
門
性
維
持
・
向
上
の
た
め
の
社

会
医
学
系
専
門
医
制
度
の
活
用　

２
．

保
健
所
に
配
置
さ
れ
る
保
健
師
の
人
員

公
衆
衛
生
医
師
の
専
門
性
維
持
・
向
上

の
た
め
の
社
会
医
学
系
専
門
医
制
度
の

活
用
に
つ
い
て
︱
の
3
項
目
に
整
理
し
て

要
望
し
て
い
ま
す
。

今
般
の
C
O
V
I
D
︱
19
対
策
に
お

い
て
、
保
健
所
や
本
庁
に
勤
務
す
る
公

衆
衛
生
医
師
は
、
対
策
の
最
前
線
で
昼

夜
を
問
わ
ず
感
染
拡
大
防
止
や
患
者
対

応
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
の
公
衆
衛
生
行
政
の
中
で
も
幅
広

い
医
学
の
知
識
や
経
験
を
持
つ
公
衆
衛

生
医
師
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
状
に
お
い
て
は
保
健
所

の
多
く
は
所
長
1
人
の
み
が
医
師
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
全
国
で
約
1
割
の
保
健

所
長
が
複
数
保
健
所
を
兼
務
し
て
い
る

状
況
が
あ
り
、
こ
れ
は
早
急
に
是
正
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
全
国
の
医
学
部
や
衛
生

学
公
衆
衛
生
学
教
育
協
議
会
な
ど
関
係

団
体
・
学
会
に
対
し
て
機
会
が
あ
る
ご

と
に
保
健
所
の
公
衆
衛
生
医
師
の
確
保

に
つい
て
も
協
力
を
要
請
す
る
な
ど
、
公

衆
衛
生
医
師
の
確
保
を
目
指
し
た
活
動

の
一
層
の
推
進
を
国
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
社
会
医
学
系
専
門
医
に
つい
て

は
、
２
０
２
１
年
1
月
現
在
で
指
導
医

が
２
８
６
０
名
、
専
門
医
が
３
９
０
名
、

は
じ
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、

「
C
O
V
I
D
︱
19
」と
い
う
）の
世
界

的
流
行
が
始
ま
っ
て
か
ら
2
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
、
各
保
健
所

業
務
の
中
で
C
O
V
I
D
︱
19
対
策
関

係
が
高
い
比
率
を
占
め
て
い
ま
す
。
C 

O
V
I
D
︱
19
へ
の
対
応
は
待
っ
た
な
し

で
あ
り
、
こ
れ
が
業
務
優
先
順
位
と
し

て
は
高
い
の
で
す
が
、
一
方
で
保
健
所
の

通
常
業
務
の
中
に
は
や
は
り
緊
急
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
多
く
、

各
保
健
所
は
両
立
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
現
在
進
行
中

で
あ
り
、
高
齢
者
等
の
感
染
者
は
減
少

し
た
も
の
の
、
最
近
で
は
若
者
を
中
心

に
大
き
な
流
行
が
見
ら
れ
、
人
流
の
制

御
な
ど
難
し
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。
現

時
点
で
C
O
V
I
D
︱
19
の
流
行
収
束

全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り

令
和
4
年
度

保
健
所
行
政
の
施
策
及
び

予
算
に
関
す
る
要
望
書

�

全
国
保
健
所
長
会
渉
外
担
当
常
務
理
事
／
福
島
県
い
わ
き
市
保
健
所
長　

新
家 

利
一
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専
攻
医
が
３
４
３
名
と
な
る
な
ど
、
本

専
門
医
制
度
が
公
衆
衛
生
医
師
の
確
保

と
専
門
性
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
重

要
な
制
度
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
ま

す
。
公
衆
衛
生
医
師
が
指
導
医
・
専
門

医
資
格
を
取
得
し
た
後
に
資
質
向
上
の

た
め
、
ま
た
資
格
更
新
の
た
め
に
参
加

す
る
研
修
と
し
て
、
国
と
し
て
も
、
国

立
保
健
医
療
科
学
院
、
国
立
感
染
症
研

究
所
や
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

等
の
国
立
研
究
機
関
が
主
催
す
る
保
健

所
医
師
向
け
の
研
修
に
つい
て
、
社
会
医

学
系
専
門
医
協
会
の
認
定
す
る
講
習
会

に
位
置
付
け
る
な
ど
連
携
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

２
． 保
健
所
に
配
置
さ
れ
る
保
健
師
の

人
員
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

今
般
の
C
O
V
I
D
︱
19
へ
の
対
応

を
踏
ま
え
、
総
務
省
よ
り
、
都
道
府
県

等
に
対
し
て
保
健
所
の
恒
常
的
な
人
員

体
制
の
強
化
と
し
て
令
和
4
年
度
ま
で

の
2
年
間
で
約
９
０
０
人
の
保
健
師
の
増

員
を
す
る
た
め
に
財
政
支
援
を
行
う
方

針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
健
師
の
増

員
は
保
健
所
機
能
強
化
に
大
変
重
要
で

あ
り
、
こ
れ
が
着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
、
国
に
対
し
て
各
都
道
府
県
等
に
対

す
る
必
要
な
調
査
や
ご
指
導
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

３
． 災
害
時
健
康
危
機
管
理
支
援
チ
ー

ム（
D
H
E
A
T
）に
係
る
人
材
育

成
と
複
合
災
害
等
健
康
危
機
管
理

に
お
け
る
I
C
T
の
活
用

⑴
D
H
E
A
T
研
修
の
充
実
強
化
に

つ
い
て　

⑵
D
H
E
A
T
の
調
整
に
係

る
組
織
体
制
の
構
築
及
び
総
合
調
整
を

す
る
人
材
の
育
成
に
つい
て　

⑶
健
康
危

機
発
生
時
に
お
け
る
I
C
T
の
活
用
に

つ
い
て
︱
の
大
き
く
3
項
目
に
つ
い
て
要

望
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
今
般
の
C
O
V
I
D
︱
19
対

策
に
お
い
て
、
災
害
対
策
同
様
の
組
織
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
で
あ
り
、
患
者
対
応

や
疫
学
調
査
等
で
保
健
所
間
の
支
援
も

重
要
と
な
って
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
災
害
時
の
保

健
所
の
健
康
危
機
管
理
を
支
援
す
る
Ｄ

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
の
研
修
項
目
に
感
染
症
対
策

を
追
加
し
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム（
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
）やInfectious�disease�H

eal�
th�Em

ergency�A
ssistance�T

eam

（
Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
）の
協
力
に
よ
る
シ
ミ
ュレ
ー

シ
ョン
等
を
実
践
研
修
に
つ
な
げ
る
な
ど
、

各
種
の
複
合
災
害
に
も
備
え
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

４
．国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
の

保
健
所
機
能
の
充
実
強
化

⑴
重
症
の
感
染
症
患
者
の
搬
送
体
制

の
整
備
に
つい
て　

⑵
結
核
高
ま
ん
延
国

出
身
者
の
入
国
後
の
健
康
管
理
体
制
の

整
備
に
つい
て　

⑶
外
国
語
対
策
の
充
実

に
つ
い
て
︱
の
大
き
く
3
項
目
に
つ
い
て

要
望
し
て
い
ま
す
。

⑴
と
⑵
に
つい
て
は
前
年
度
に
引
き
続

き
の
要
望
で
す
。

⑶
に
つい
て
は
、
C
O
V
I
D
︱
19
患

者
や
無
症
状
病
原
体
保
有
者
へ
の
対
応

の
際
に
言
語
の
問
題
で
ス
ム
ー
ズ
な
対
応

が
で
き
ず
に
困
っ
た
経
験
の
あ
る
保
健
所

も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

保
健
所
で
は
在
留
・
訪
日
外
国
人
に
つ

い
て
、
C
O
V
I
D
︱
19
な
ど
の
感
染

症
対
応
が
増
え
て
い
ま
す
。
陽
性
者
・

患
者
の
中
に
は
日
本
語
や
英
語
を
解
さ

な
い
方
も
多
く
、
多
言
語
に
わ
た
る
対

応
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
外
国

語
の
行
政
文
書
や
啓
発
文
書
な
ど
の
準

備
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
特
に
人
権
に

深
く
配
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
入
院

措
置
な
ど
を
講
ず
る
際
に
は
、
患
者
に

し
っ
か
り
と
そ
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
患
者
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
で
き
る
だ
け
患
者
の

母
国
語
で
の
説
明
が
必
要
で
す
。

特
に
在
留
・
訪
日
外
国
人
で
話
さ
れ

る
こ
と
の
多
い
中
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
ネ
パ
ー
ル
語
、
タ
ガ

ロ
グ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
等

に
つ
い
て
は
、
行
政
文
書
や
啓
発
文
書
の

準
備
を
早
急
に
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
。ま

た
、
保
健
所
が
、
感
染
症
法
に
限

ら
ず
、
精
神
保
健
福
祉
法
、
食
品
衛
生

法
に
基
づ
い
て
業
務
を
実
施
す
る
際
に
、

希
少
言
語
に
対
応
す
る
体
制
が
で
き
て

お
ら
ず
、
患
者
発
生
時
等
に
正
確
な
説

明
等
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
精

神
保
健
福
祉
法
に
係
る
外
国
人
入
院
患

者
へ
の
説
明
文
書
お
よ
び
告
知
文
書
に
つ

い
て
は
す
で
に
一
部
ご
対
応
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
分
野
に
つ
い
て
も

都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
は
対
応
が
困
難
な
外

国
語
に
関
し
て
は
、
国
に
お
い
て
地
方
自

治
体
な
ど
の
実
態
を
把
握
し
た
上
で
、

法
の
趣
旨
を
説
明
し
た
文
書
、
入
院
勧

告
文
書
、
措
置
入
院
決
定
の
文
書
な
ど

に
つ
い
て
早
急
に
ひ
な
型
を
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
必
要
な
医
療
通
訳
が
全
国
ど

こ
で
も
確
保
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
医
療
通
訳
確
保
に
つい
て
各

自
治
体
任
せ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
財
政

的
措
置
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

５
．受
動
喫
煙
対
策
の
着
実
な
推
進

令
和
2
年
4
月
よ
り
改
正
健
康
増
進
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法
が
全
面
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
動

喫
煙
対
策
の
重
要
性
に
つい
て
一
般
住
民

や
事
業
所
等
に
十
分
に
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
周
知
・
啓
発
に
継
続
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
引
き
続
き
受

動
喫
煙
対
策
に
関
わ
る
人
材
の
確
保
や

育
成
支
援
を
視
野
に
入
れ
た
自
治
体
へ

の
財
政
措
置
、
改
正
法
に
係
る
業
務
の

技
術
的
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

ま
た
、
改
正
健
康
増
進
法
の
施
行
に

よ
り
、
屋
内
で
の
受
動
喫
煙
対
策
に
つい

て
は
大
き
く
前
進
し
た
半
面
、
路
上
な

ど
屋
外
で
の
受
動
喫
煙
が
課
題
と
な
って

き
て
い
ま
す
。
路
上
や
駐
車
場
な
ど
屋

外
で
の
受
動
喫
煙
の
防
止
に
つ
い
て
、
自

治
体
や
企
業
向
け
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

６
． I
C
T
を
用
い
た
保
健
活
動
に
お

け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

近
年
の
各
自
治
体
に
お
け
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
体
制
の
強
化
に
伴
い
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
外
部
と
の
通
信
制

限
、
情
報
の
収
集
制
限
等
に
よ
り
、
保

健
活
動
や
健
康
危
機
発
生
時
に
お
け
る

迅
速
な
情
報
把
握
・
連
絡
調
整
が
円
滑

に
実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

全
国
保
健
所
長
会
の
調
査
に
お
い
て

も
、
ほ
と
ん
ど
の
保
健
所
に
お
い
て
何
ら

か
の
通
信
制
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
お
り
、
保
健
活
動
に
お
い
て

I
C
T
が
有
効
に
活
用
で
き
な
い
状
況

が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

C
O
V
I
D
︱
19
の
対
応
を
経
験
し

た
こ
と
か
ら
、
各
保
健
所
と
も
に
感
染

症
対
策
を
行
っ
た
上
で
非
接
触
か
つ
適
時

に
保
健
活
動
を
充
実
す
る
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
I
C
T
が
保
健
活
動
に
不

可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、

総
務
省
等
関
係
省
庁
と
連
携
を
図
り
、

国
民
の
個
人
情
報
保
護
の
確
保
を
し
つ

つ
、
I
C
T
が
保
健
活
動
で
有
効
に
利

活
用
で
き
る
よ
う
、
各
自
治
体
で
の
環

境
整
備
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
各
自
治
体
に
対
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

リ
テ
ラ
シ
ー
の
意
識
啓
発
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

一
般
要
望

一
般
要
望
と
し
て
、
１
．
結
核
・
感

染
症
対
策　

２
．
食
品
衛
生
対
策　

３
．

精
神
保
健
福
祉
対
策　

４
．
医
療
安
全

対
策　

５
．
難
病
対
策
︱
の
5
分
野
を

取
り
上
げ
ま
し
た（
表
）。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
保
健

所
長
会
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
令
和
4
年
度
保
健
所
行
政
の
施
策
及

び
予
算
に
関
す
る
要
望
書
」を
ご
覧
く
だ

さ
い（http://w

w
w
.phcd.jp

）。

お
わ
り
に

今
年
度
は
前
年
度
に
引
き
続
き
、
各

保
健
所
と
も
に
C
O
V
I
D
︱
19
対
応

が
業
務
の
大
半
を
占
め
る
状
況
に
な
っ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
C

 

O

 
V
 I 

D
︱
19
へ
の
対
応
が
長
期
化
す
る
に
つ
れ

て
保
健
所
職
員
の
健
康
管
理
も
重
要
な

課
題
と
な
って
い
ま
す
。
特
に
保
健
所
職

員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
大
き
な
課
題
で

す
。C

O
V
I
D
︱
19
の
流
行
を
契
機
と

し
て
保
健
所
と
は
何
か
、
ま
た
、
保
健

所
に
求
め
ら
れ
る
機
能
を
果
た
す
た
め

に
必
要
な
人
材
や
人
員
が
本
当
に
そ
ろっ

て
い
る
の
か
、
単
に
掛
け
声
だ
け
に
な
っ

て
い
な
い
か
を
、
国
も
自
治
体
も
点
検

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
保
健
所
の
現
場
か
ら
公
衆

衛
生
の
第
一
線
で
直
面
し
て
い
る
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
全
国
保
健
所
長

会
と
し
て
国
に
必
要
な
政
策
等
に
つ
い
て

要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

関
係
の
皆
さ
ま
方
に
は
今
後
と
も
ご

指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

表　令和4年度一般要望の項目

１．結核・感染症対策
⑴�感染疫学の専門家（FETP-J）の育成及び自治体の専門家確保等に
対する支援について
⑵結核の地域DOTSへのICTの活用について
⑶科学的根拠に基づく結核患者の管理について
⑷�出入国在留管理庁所管施設に収容されている結核患者に係る費
用負担について
⑸�高病原性鳥インフルエンザ及び他の家畜感染症等に関する防疫
従事者等の健康調査について
⑹外国人漂着者への対応について
２．食品衛生対策
⑴�広域的な食中毒事例にかかる情報の共有化と検査体制の整備に
ついて
⑵牛肉・豚肉以外の食肉の具体的な規格基準の設定について

３．精神保健福祉対策
⑴�精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築に係る人
材確保及び育成について
⑵措置入院者等の退院後支援に係る人材確保及び育成について
⑶精神医療が必要な患者の受診支援（移送）について
⑷精神保健福祉法第22条の条文について
⑸措置診察体制の標準化について
⑹�精神保健指定医の措置入院制度の理解のための研修の実施につ
いて
⑺精神医療審査会の実効性の担保について
４．医療安全対策
⑴医療監視員の全国統一の研修の導入について
５．難病対策
⑴特定医療費（指定難病）支給認定事務の省力化について


